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団塊の世代に選ばれるには
まず相手を知ることが大切
団塊の世代とは、第一次ベビー

ブームの時期（1947～49年）に生
まれた人たちで、その数は、全国
で約700万人にのぼります。1951
年生まれまでを含めた広義の団塊
の世代となると、およそ1000万
人となり、医療機関にとっては非
常に大きなマーケットになります。
しかしながら、すべての医療機
関において患者さんが増えていく
というわけではありません。団塊
の世代以降は、インターネット等
を使って、自分が求める医療サー
ビスを受けられる医療機関を選別
することが定着しています。
また、「患者さま」としての権利
意識が高く、「先生にすべてお願
いします」という一昔前の“おとな
しい高齢者”というイメージはあ
りません。自分の困り事や症状を
はっきりと言葉にするため、問診
はしやすいという面はありますが、
接遇を含めて対応を間違うとすぐ
にクレームに発展してしまう可能
性が高くなります。
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団塊の世代が75歳以上を超える2025年まであと１年半になりました。どのようなサービスを提供すれば、
この世代から選んでもらえるのでしょうか。今回は、今後の医療ニーズの中心となる団塊の世代が考える
健康や医療に対する意識を把握しながら、選ばれるための医療サービスのあり方を考えます。
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たとえば、インターネットで入手
した間違った情報を信じ込んでい
る場合などは、聞き流しながら正し
い情報を伝えるといった対応が得
策です。いわゆる“上から目線”で
頭ごなしに否定するのは厳禁です。
このように、団塊の世代に選ばれ
る医療機関となるには、この世代の
特性やニーズ等を把握したうえで、
それに応える医療サービスを提供
するとともに、団塊の世代に刺さる
広報・PRを行う必要があります。

70代気になる症状上位は
がん、筋力低下、歯の衰え
まず、団塊の世代の健康に関す

る意識を把握しましょう。
人生100年時代未来ビジョン研
究所が2020年６月と2021年３月に
行ったインターネット調査による
と、70代の回答は「いまの自分は健
康だ」と回答した人は68.2％だった
一方で、「健康不安を感じる」と答え
た人は71.2％でした。さらに、「健
康を維持して今の暮らしを保ちた
い」と考えている人は96.4％でした。
次に、現在持っている病気や症状

については、「高血圧（35.0％）」がトッ

プで、そのほか、「腰痛（25.1％）」「歯
の衰え（23.4％）」「ひざ痛（18.7％）」
「中性脂肪・コレステロール（16.7％）」
「筋力低下（15.7％）」「白内障（13.5％）」
などが挙がっていました。
一方で、「症状はないものの気に

なっていること」としては「筋力低下
（50.0％）」を頂点として、「がん
（44.6％）」「歯の衰え（45.5％）」「疲
労（42.3％）」「中性脂肪・コレステ
ロール（36.9％）」が上位を占めまし
た。また、他の世代では少なかった
「白内障（35.8％）」「尿漏れ（31.8％）」
を気にしている人も多いようです。
これらの数字から、大半の人は

「自分は健康だ」と思いつつも、将
来の健康に不安を持っていること
がわかります。では、健康を維持
するためにどのようなことを行っ
ているのでしょうか。
これに関しては、91.0％の人が「要
介護状態」にならないための取り組
みを行っていると回答。具体的な内
容としては、最も多かったのが「定
期健康診断を受ける（60.5％）」で、
半数以上が「散歩（59.7％）」「適度
な運動（56.7％）」を行っているこ
とがわかりました。健診や運動な
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最近では、保険診療を中心にしな
がら、かかりつけ患者を対象とし
た抗加齢医療を行う診療所も増え
てきています。
75歳を超えると多臓器にわたっ

て疾患を抱える人が増えるうえ、
健康に対する不安も持っています。
それだけに、総合的に診療して

もらえるだけでなく、健康に関す
る不安や問題について、ワンストッ
プで「何でも相談できる」かかりつ
け医に対するニーズは大きくなり
ます。「寒い時期になると膝が痛く
なるけど放置していいのか、すぐ
に受診すべきか」といった相談に
アドバイスをくれる──。これは、
団塊の世代にとって非常に大きな
価値といえます。包括的に診ても
らえるという観点から、複数の専
門医によるグループプラクティス
の実践も魅力です。
団塊の世代にとって「健康寿命」

「何でも相談できる」「ホームドク
ター」は医療機関を選択する際の
キラーワードの１つです。WEBサ
イトのトップページを含めて、広
報やPRにうまく活用することをお
すすめします。

75歳以上が気にする 
認知症予防とリスク軽減
75歳を超えるとどうしても気に

なるのが認知症です。そのため、認
知症のリスク要因である脳の疾患や
異常の早期発見につなげるための
脳ドックや、認知症や軽度認知障
害の早期発見はもちろん、発症予
防や症状進行等の予防等を行う「も
の忘れ外来」「認知症予防外来」と
いった専門外来などのニーズは大
きくなるはずです。
認知症予防としては、認知症リ

スクの低減につながるトレーニン
グやゲーム、コグニサイズなどへ
の関心も高まっています。また、
認知症患者さんへの支援はもちろ
ん、団塊の世代を含めた地域住民
に対するブランディングという観
点から、認知症カフェの開設も検
討する価値があります。

団塊の世代が求める 
かかりつけ医の価値

「いつまでも若々しくありたい」と
いう団塊の世代の希望に応えるた
めの抗加齢医療も有用でしょう。

ど、やはり、予防領域に対する関
心が高いようです。
同研究所が2022年３月に行っ
た調査によると、70代の90.4％
が「何歳になっても若々しく、前向
きな意識を保ち続ける大人であり
たい」、80.7％が「何歳になっても
若々しい見た目でありたい」と回答
するなど、団塊の世代を中心に、
高齢者のアンチエイジングに対す
る意識の高さがうかがえます。

健康長寿に向けた 
フレイル予防と対策
団塊の世代が求める健康長寿に

医療機関はどのように応えること
ができるのでしょうか。
１つは、ロコモティブシンドロー
ムやサルコペニア、フレイル（図表）
を予防するための専門外来です。
最近は「フレイル外来」等の名称

で、薬物療法、食事療法、運動療法、
心理療法などを組み合わせた治療
を行っている医療機関は増えてき
ています。保険診療以外の分野で
は、フレイル健診や食支援・運動
支援サービスなどのニーズも大き
くなることが予想されます。
フレイル対策というと、内科を
中心にしたかかりつけ医や整形外
科がイメージされますが、最近で
は、オーラルフレイルやヒアリン
グフレイル、アイフレイルなど、専
門分野別の機能低下とその対応も
クローズアップされるようになっ
ており、今後、専門診療所におい
てもその対策が求められるように
なると考えられます。
また、フレイル予防には主に栄
養、身体活動、社会参加の３つが

図表　フレイルの概念図大事となるため、専門外来のほ
か、暮らしの保健室や健康イベ
ントなどの地域活動、就労・社
会参画支援サービスなどを通じ
て地域住民をつなげるような取
り組みも重要になります。
直接的な収益にはなりません

が、これらをきっかけに信頼関
係が生まれて受診につながるな
ど、団塊の世代の支持を集める
うえで、効果的な取り組みとい
えます。

サルコペニア
加齢によって

筋肉量が減り、筋力が
低下した状態

ロコモティブシンドローム
筋肉や関節、骨などの運動器の

障害や衰えによって自分で思うように
移動することができない状態

フレイル
健康な状態と要介護の状態の中間的な状態
心身の機能が大きく低下しつつある虚弱状態
（身体的・精神的・社会的フレイルの

大きく３つのタイプがある）
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